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脳腫瘍と闘いながら 16歳で亡くなった 
少年作曲家の楽曲を世界的ピアニストが演奏。 

小児がんと闘う皆さまを応援します。 
NPO法人 TeamNETが小児がん患者支援チャリティセミナー＆コンサートを開催 

 
特定非営利活動法人地域チーム医療推進協議会（以下、NPO法人 TeamNET）は 11月 23
日（木・祝）14時より、イイノホール（東京・千代田区）にて、第 9回「進化するがん治
療」チャリティーセミナー＆コンサートを開催致します。 
 
NPO法人 TeamNETはこれまでも、一般市民の保健・医療・福祉の増進、医療分野を対象
とした情報化社会の発展と科学技術の振興を図り、公益の増進に寄与することを目的とし
て、様々な最先端のがん治療情報をお知らせしてまいりました。今回は小児がんに焦点を
当て、一般市民の皆様を対象にしたがん患者支援チャリティセミナー＆コンサートを開催
します。 
 
●小児がんで亡くなった少年作曲家の楽曲を、お母様の語りと共に世界的ピア
ニストが演奏します。 
4歳で作曲を始め 10歳までに 430曲を作曲し、脳腫瘍と闘いながらも作曲活動を続け、
16歳という若さで亡くなった少年作曲家・加藤旭さん。コンサートでは加藤旭さんのお母
様の加藤希さんのお話を交えながら、その楽曲を世界的なピアニストに演奏いただきます。
楽曲を奏でるのは、世界的指揮者であり“炎のコバケン”として著名な小林研一郎氏の御長女
で、多数の国際音楽コンクールにて活躍中のピアニスト・小林亜矢乃さん。病気により徐々
に光を失い、立てなくなりながらも「自分の曲を何かに役立てたい」との願いで作曲を続
けた少年作曲家の想いが、世界的ピアニストのメロディーに宿ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （左）少年作曲家の加藤旭さんとお母様の加藤希さん。（右）ピアニスト・小林亜矢乃さん。

小児がんで亡くなった作曲家による楽曲を世界的ピアニストが演奏します。 



●小児がんの最新治療の講演のほか、金メダリスト成田真由美さんのメッセー
ジも 
セミナーでは、小児がん治療の権威である松本公一先生（国立成育医療研究センター小児
がんセンター長）、細谷亮太先生（聖路加国際病院 特別顧問）から小児医療及び小児が
ん治療についてご講演を頂きます。また、ゲストスピーカーとして、パラリンピック水泳
金メダリストの成田真由美さんをお招きし、「自分の可能性を求めて」と題して、患者さ
んやご家族へのメッセージを発信して頂きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●小児がんと闘うみなさまを支援し、コンサートにより癒しの場を提供します。 
小児がんは、4歳以上の小児の病死原因の一位を占めます。治療中のご家族の負担も大きく、
また生育に伴い発生する晩期合併症の対策など長期的なフォローが必要となります。社会
全体での対策が必要不可欠ですが、症例が少ないこともあり、小児がんへの支援はまだま
だ十分ではありません。 
NPO法人 TeamNETでは、今回、小児がんの治療に関する最新情報と音楽とでがん患者さ
んとそのご家族のがんに対する闘いを支援し、癒しの場を提供し、がんとの闘いの後押し
をしたいと考えております。これを機会に小児がん治療の現状や課題を知って頂き、ご支
援を頂ければ幸いです。なおセミナーの収益の一部を、小児がん治療の研究や患者さん及
びそのご家族をとりまく環境の改善のお役に立つために寄付いたします。 
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 
 
参加申し込み方法など、セミナーの詳細概要は以下パンフレットをご覧ください。 

 
＜本リリースに関する問い合わせ先＞ 
特定非営利活動法人 地域チーム医療推進協議会 
〒162-0822 東京都新宿区下宮比町 2-28 飯田橋ハイタウン 518号 
http://www.teamnet.or.jp/ TEL：03-6280-7070 

以上 

http://www.teamnet.or.jp/
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